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足立区ホームページ携帯向け
サイトへの二次元コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

区長へのファクス　FAX3880- 5678
あだち広報は毎月2 回( 10 日・25日) 、
ズ ームアップは年4 回( 5 ・7・10・1 月) 発行

今号の

主な内容

2
・
3
面

妊婦の方に健診費用を一部助
成します/ 生業資金の貸し付
け/ 人材募集

4
・
5
面

職員の給与・定員管理などを
公表します/ 職員の定員適正
化計画の数値目標と進捗状況

6
・
7
面

区営自転車駐車場の定期利用
者を募集します/ パブリック
コメント( 意見募集)

8
面

障害者や高齢者の方が地域で安
心して生活するために　～成年
後見制度をご存知ですか～

年
末
年
始
の

区・
窓口
業
務の休業日

区
役
所
本
庁
舎
の
窓
口
業
務
は
、
年
末
が
2
8

日
ま
で
、年
始
は
2
0年
1
月
4
日
か
ら
で
す
。施

設
に
よ
っ
て
、
休
み
が
通
常
と
は
異
な
る
場
合

が
あ
リ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
(
表
1
)
。

ま
た
、
年
末
年
始
の
ご
み
収

集
案
内
に
つ
い
て
は
、
各
集
積

場
に
張
つ
て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た

は
、
あ
だ
ち
広
報
1
2月
1
0日
号
5

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表1　 区の年末年始窓口業務休業期間等

休業期間=12 月29日(土)
～20年1 月3 日(木)

区
の
休
業
す
る
施
設

区役所内
区役所本庁舎( ※ 1) / 区役所1 階区民ロビー/ 区役所
駐車場/ 戸籍住民課( ※ 2)
出先施設

区民事務所( ※ 3) / 教育相談センタ ー/ 消費者センター/
男女参画プラザ( ※ 4) / 障害福祉センター( ※ 5) /
福祉事務所/ 地域包括支援センタ ー/ 保健総合セン

タ ー/ 地域生活支援センター/ こども家庭支援センター/NPO
活動支援センタ ー( ※ 6)

公社など

勤労福祉サービスセンタ ー

休業期間=12 月28日(金)
～20年1 月4 日(金)

※ 20年1 月5 日(土)より通常業務となります。ただし、毎
週土曜日が休館の施設もありますので、確認してから
お越しください。

出先施設
図書館/ 郷土博物館/ 生物園/ 桑袋ビオト ープ公園/ 荒
川ビジターセンター/ 桜花亭/ 都市農業公園/ 北鹿浜公
園( 交通広場) / 大谷田南公園( 交通広場) / 伊興遺跡
公園/ ギャラクシティ( こども科学館・西新井文化ホー
ル・青少年センター)
公社など

勤労福祉会館( ※ 7) / 生涯学習センター/ 総合スポー
ツセンタ ー/ 屋外スポーツ施設システム( ※ 8) / 温水
プール( 柬綾瀬公園温水プール・千住温水プール・スイ
ムスポーツセンター) / 地域学習センター( 併設の体育
館も含む) / 千住スポーツ公園

★各施設の電話番号は、「わたしの便利帳」をご覧ください。
※ 1 … 区役所庁舎ホールは、12月28 日窗から20 年1 月6 日(日)まで休みま壥。2 階喫茶室「ゆうあい」は、12月28 日窗、午後2 時から20

年1 月6 日(日)まで、展望レストランと1 階喫茶コーナーは、12月28 日閙、午後2 時30 分から20 年1 月4 日窗まで休みます。
※ 2 …戸籍関係の届けは、年末年始も、夜間・休日受付窓口で受け付けていま壥。
※ 3 …千住区民事務所の窓口業務は12月28 日窗、午後5 時で終了します。
※ 4 … 消費者センタ ー・男女参画プラザの情報資料室は、12月28 日窗から20 年1 月4 日幽まで休みま寸。女性相談室は、12月28日幽

から20 年1 月6 日(日)まで休みます。
※ 5 … 社会リハビリテーション室、就労促進訓練室、生活体験室、幼児発達支援室の通所訓練部門について:は、通所部門ごとに休業

期間が異なります。
※ 6 … 12月28日窗と20年1 月4 日幽は午後5 時までで雅( 通常午後8 時まで開館) 。
※ 7 … 20年4 月分施設申し込みの抽選は、20年1 月7 日(月)、午前9 時15 分から行います。
※ 8 … 区内セブン ーイレブンのマルチコピ ー機・インターネット での屋外スポーツ施設の抽選申し込みのみ、20年1 月1 日圈、午前9

時から受け付けを開始しまg 。

休み中に具合が悪< なった時は…
□ 夜間休日診療機関など
医療機関案内「ひまわり」(東京

都保健医療情報センター)
5272- 0303

※ 食中毒、感染症発生などの緊急
の場合は、昼夜を問わず医療機
関案内「ひまわり」に連絡して
ください。

□ 救急病院のご案内
消防テレホンサービス

3212- 2323
□ 休日応急診療所、休日応急歯科
診療所
12月30 日から20年1 月3 日( 歯

科は4 日) まで休日応急診療所を
開設します( 表2) 。なお、日曜・
祝日も開設しています。

表2　 休日応急診療所一覧

( 受 診時の注意)
※ 「健康保険証」を忘れ ずに持 参し てく ださい。
※ 治療費につい ては、保険診療の 休日加算がありま す。
※ 応急 診療である ため、薬を出 す場合は原則として当日 分の みとなり ます。

20年1 月7 日(月)から

平日夜間小児初期
救急診療を始めます
利用しやすく安心できる診療体制を

確保し、小児の急病の早期対応を可能
とすることで、安心して子育てができ

るよう、医師会館内に新たに平日夜間
小児初期救急診療施設を開設します。

診療受付日時= 月～金曜日、午後7 時30
分～午後10時( 休日・年末年始を除

く) 対象= 中学生以下の子ども ※
受診時に保険証および顫・⑨医療証(

持っている方) を持参してください。

場所・問い合わせ先= 足立区医師会館
休日応急診療所( 中央本町3- 4- 4)

…診療受付日時のみ 　3880- 1131
問い合わせ先= 衛生管理課計画調整担

当 　3880- 5891

元
足
立
区
職
員
に
よ
る
区
立
小

学
校
教
諭
殺
害
事
件
の
被
害
者

の
方
お
よ
び
ご
遺
族
の
皆
様
に

対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す昭

和
5
3年
当
時
に
発
生
し
ま
し
た
元

足
立
区
職
員
に
よ
る
区
立
小
学
校
教
諭

殺
害
事
件
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ

き
ま
し
て
、
こ
の
た
び
裁
判
所
の
勧
告

に
基
づ
き
、
ご
遺
族
の
皆
様
と
和
解
が

成
立
い
た
し
ま
し
た
。

2
9年
前
に
勤
務
先
で
不
幸
な
事
件
に

遭
わ
れ
、
志
半
ば
に
し
て
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
区
立
小
学
校
教
諭
の
ご
筅
聢
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
深
く
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

区
で
は
、
よ
り
一
層
職
員
の
管
理
・

監
督
を
徹
底
し
、再
発
防
止
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
=
教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

葦

立
ち

日
め
く
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
日
に

日
に
薄
く
な
っ
て
い
く
と
、
あ
れ
も

こ
れ
も
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
ば
か

り
が
頭
に
浮
か
ん
で
、
な
ん
と
は
な

し
に
気
ぜ
わ
し
く
な
っ
て
き
ま
せ
ん

か
?
◆
年
末
年
始
を
に
ら
ん
だ
防

犯
・
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
区
内
4

駅
で
展
開
し
ま
し
た
が
、
今
回
、
刑

法
犯
の
う
ち
区
内
で
最
も
発
生
割
合

が
高
い
「
自
転
車
盗
」
の
押
さ
え
込

み
の
た
め
、
自
転
車
の
2
つ
目
の
カ

ギ
と
し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
お
配
り

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
◆
来
年
3

月
に
は
「
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
」
も
開
業
予
定
。
便
利
に
な
っ

た
交
通
網
を
活
か
し
て
、
に
ぎ
わ
い

や
活
気
あ
ふ
れ
た
街
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
大
前
提

に
は
「
安
全
」
が
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
◆
そ
こ
で
来
年
は
、

「
都
内
で
刑
法
犯
罪
の
認
知
件
数
が

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
街
」
か
ら
の
脱
却

を
図
る
と
と
も
に
、「
花
や
緑
の
あ

る
清
潔
な
街
」「
歩
行
喫
煙
や
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
の
な
い
マ
ナ
ー
を
守

る
街
」
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く

年
と
位
置
づ
け
、
新
し
い
工
夫
や
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
◆
一
人
ひ

と
り
の
意
識
を
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
変

え
て
い
く
こ
と
で
、
足
立
区
に
対
す

る
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
た
ち
で
覆

し
て
い
く
た
め
に
、
内
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
大
い
に
噴
出
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
皆
様
、
良
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

足
立区
長
　近
藤

や
よい

▲ 防犯・防火キャンペーン
で、ワイヤー錠を配る区長

24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申 し込 み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み先係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

先着順の場合は、12
月26日受付開始

子
育
て
・
教
育

足
立
区
地
域
保
健
福
祉
推
進
協
議

会
子
育
て
支
援
専
門
部
会
特
別
部

会
員
(
第
三
期
)
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
子
育
て
の
総
合
的
な
計

画
と
し
て
「
あ
だ
ち
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。こ
の
計
画
の
進
行
管
理
や
評
価

お
よ
び
、
2
2年
度
以
降
の
新
計
画
策

定
に
協
力
で
き
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
対
象
=
区
内
在
住
で
、
子
育

て
中
の
親
や
そ
の
支
援
者
、
保
育
園

や
幼
稚
園
の
利
用
者
、
そ
の
ほ
か
子

育
て
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
年
3

～
4
回
の
会
議
に
出
席

任
期
=
2
0

年
4
月
～
2
2年
3
月

募
集
人
数
=

若
干
名

選
考
=
書
類
選
考

申

込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
お
よ
び
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
2
枚
程
度
(
様
式
は
自
由
)
に
「
こ

れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」

の
意
見
と
、
A
4

用
紙
1

枚
に

「
自
己
P
R

」
を
明
記
し
、
持
参
ま

た
は
　

へ
郵
送

※
応
募
書
類
は

返
却
不
可

期
限
=
2
0
年
1
月
2
5日

砌
必
着

※
計
画
お
よ
び
事
業
実
施

結
果
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
申
・
問
先
=
子

育
て
支
援
課
次
世
代
育
成
担
当

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
た

め
の
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

～
育
て
る
こ
と
と
働
く
こ
と
～

日
時
=
2
0年
1
月
2
5日
窗
、
午
後
2

時
～
4
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
母
子
家
庭
の
親

内
容
=

気
負
わ
ず
、
の
び
の
び
育
て
る
子

育
て
に
つ
い
て
考
え
る
/
子
育
て
と

就
労
の
両
立
の
方
法
や
成
功
す
る
就

職
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

※
個
別
相

談
あ
り

講
師
=
区
職
員
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
職
員

定
員
=
7
0
人
(

先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
生
後
6

ヵ
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
、
先
着
1
0

人
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

子
育
て
支
援
課
次
世
代
育
成
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

妊
婦
の
方
に
健
診
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す

2
0年
4
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
の

公
費
負
担
回
数
を
増
や
す
予
定
で

す
。
区
で
は
、
2
0年
1
月
よ
り
対
象

と
な
る
妊
婦
に
健
診
費
用
の
一
部
を

先
行
し
て
助
成
し
ま
す
。
申
込
期

間
=
2
0年
1
月
4
日
～
3
月
3
1日

対
象
=
申
請
時
に
区
に
住
民
登
録
が

あ
る
妊
婦
(
2
0
年
1
月
1
日
以
降
に

出
産
し
た
方
も
対
象
)

助
成
内
容
=
1

万
5
千
円
相
当
の
区
内
共
通
商

品
券
に
よ
る
助
成

申
込
=
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
の
上
、
直
接
窓
口
へ

※
代
理
可

。
た
だ
し
代
理
人
本
人
の

健
康
保
険
証
な
ど
身
分
証
明
が
必

要
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
健
康
推
進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
参
照
)

2
0
年
1
月
か
ら
使
用

す
る
(
親
)
医
療
証
を
発

送
し
ま
す

(
親
)
医
療
証
(
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
制
度
医
療
証
)
受
給
者
で

現
況
届
が
受
給
要
件
に
当
て
は
ま
る

方
に
、
新
し
い
(
親
)
医
療
証
を
1
2
月
2
6

日
に
発
送
し
ま
す
。
1
月
1
日
以
降

に
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い

(
親
)
医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒

に
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
受
給
要
件
に
当
て
は
ま

ら
な
い
方
に
は
消
滅
通
知
を
送
り
ま

す
。
な
お
、
1
8年
度
は
所
得
超
過
で

受
給
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た

方
で
、
1
9年
度
は
所
得
が
少
な
く
、

受
給
要
件
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、至
急
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
2
0
年
1
月
1
9日
出
、
午
後
3

時
～
5
時

※
受
け
付
け
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で

場
所
=
足
立
区
医
師

会
館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対
象
=
B
C
G

、
ポ
リ
オ
を
除
く
各

予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も
(

な
お
、
麻
し
ん
に
つ
い
て
は
M
R

ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
と
な
る
場
合
あ

り
)

※
当
日

、
予
防
接
種
相
談
も

受
け
付
け

申
込
=

母
子
健
康
手

帳
、
予
防
接
種
予
診
票
を
持
参
し
、

保
護
者
同
伴
で
直
接
会
場
へ

問
先
=

足
立
区
医
師
会
(
当
日

、
午
後
3

時
～
5
時
の
み
)

(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

区
・
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
　
～
み
ん

な
友
だ
ち
に
な
ろ
う
～

日
時
=
2
0年
1
月
2
0日
皹
、
午
後
1

時
～
3
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー
・
庁
舎
ホ
ー
ル

対

象
=
就
学
前
の
児
童
と
そ
の
親

内

容
=
作
つ
て
遊
ぼ
う
/
虫
つ
り
/

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
/
手
作
り
お
も
ち
や
/

保
育
士
・
看
護
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
ほ
か

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
栗
原
保
育
園

　
(
3
8
8
5
)
3
8
7
0
0

福

祉

ふ
れ
あ
い
遊
湯
う

(
2
0年
1
～
3
月
)

場
所
等
=
表
1

対
象
=
お
お
む
ね
6
5

歳
以
上
で
、
I
人
で
入
浴
で
き
る

方

費
用
=
▽
入
浴
料
:
血
円

▽

昼
食
代
・
:
5
0
0
円
程
度
(
弁
当
持
参

可
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

東
京
高
齢
協
の
ぞ
み

(
3
8
8
6
)
3
2
0
0

区
・
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表1　 ふれあい遊湯う日程等( 20年1 ～3 月)

※ いずれも時間は、午前10時～午後2 時

2
0年
度

学童保育室
入室児童を
募集しています

対象=4 月から小学1 年生から3 年
生になる、放課後の保育を必要とす
る児童 申込= 希望する学童保育室
に申請書、家庭状況票、勤務証明書
を提出 ※ 申請書などは学童保育室
で配布 期限=20 年1 月8 日㈹、午
後5 時( 日曜・祝日・年末年始を除
く) 問先= 住区推進課指導相談係

　3880- 5868

20年1 月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証など、

本人確認ができるものを提示してください。

20年1 月の休日接骨院当番所

骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施
術を当番制で行っています。《 健康推進課》

※ いずれも、午前9 時～午後5 時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
2
0年
1
月
の
予
定

※ 麻しん( はしか) の 抗体価検査を、健康相談日に有料で行っています。くわしくは保健総合センターにお問い合わせください。

先
着
順
の
場
合
は
、
1
2月
2
6日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照
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先
着
順
の
場
合
は
、
1
2月
2
6日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

生
業
資
金
の
貸
し
付
け

期
間
=
2
0年
1
月
8
日
～
1
8日

対

象
=
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
一
般
の
金
融
機
関

か
ら
の
融
資
が
困
難
な
個
人
事
業
主

で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ

て
に
当
て
は
ま
る
方
…
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る

住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新

規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
/
世
帯
員
全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
/
確
実
な
連

帯
保
証
人
が
1
人
い
る
/
使
途
は
原

則
設
備
資
金

貸
付
額
=
1
世
帯
2
0
0

万
円
以
内
(
予
定
利
率
0
。
4
%、据
置

期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6

ヵ
月
据
え
置
き
後
6
0回
元
金
均
等

償
還

申
込
=
窓
口

※
申
込
書
は

民
生
係
、
区
民
事
務
所
(
中
央
本
町

区
民
事
務
所
は
除
く
)
、
福
祉
事
務

所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
・
問
先
=
民
生
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
0

障
害
別
福
祉
相
談

(
2
0年
1
～
3
月
)

日
時
等
=
表
2

場
所
=
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

対
象
=
障
害
の
あ
る
方

お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
障
害
に

関
わ
る
生
活
体
験
を
持
っ
た
障
害
者

相
談
員
に
よ
る
相
談

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表2　 障害別福祉相談日時等( 20年1 ～3 月)

健
康
・
衛
生

思
春
期
家
族
教
室

日
時
等
=
2
0年
1
月
‥
1
1
日
…
感
情
表

現
に
つ
い
て
学
ぶ
/
2

月
8
日
…
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
ぶ
/
3

月
1
4
日
…
ま
と

め
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時

対
象
=
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
摂
食

障
害
な
ど
子
ど
も
の
問
題
で
悩
む
家

族

講
師
=
猿
渡
倫
子
氏
(
臨
床
心

理
士
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

　
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

人
材
募
集

保
育
相
談
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
昭
和
2
3年
4
月
2
日
～
昭
和
6
3

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

勤
務

内
容
=
保
育
所
の
入
所
相
談
・
受
け

付
け

勤
務
条
件
=
週
3
0時
間
(
1

日
U

時
間
)

※
有
給
休
暇
あ
り

報
酬
=
月
額
1
8万
1
千
円
(
予
定
/

交
通
費
別
途
支
給
、
賞
与
な
し
)

募
集
人
数
=
I
人

選
考
=
▽
1
次

…
書
類
・
作
文

▽
2

次
…
面
接
(
1

次
通
過
者
の
み
。
2
月
1
2日
)

採
用
予
定
日
=
2
0
年
4
月
1
日

申

込
=
申
込
書
(
自
筆
・
写
真
貼
付
)
を

　

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
く
わ

し
く
は
申
込
書
を
参
照
。
申
込
書
は

保
育
課
で
配
布
。
※
応
募
書
類
は

返
却
不
可

期
限
=
2
0年
1
月
1
5日

㈹
必
着

申
・
問
先
=
保
育
管
理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

学
校
事
務
(
臨
時
職

員
・
登
録
制
)

対
象
=

ワ
ー
ド
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

勤
務

内
容
=

区
立
小
・
中
学
校
で
の
事
務

補
助

勤
務
条
件
=
週
2
9
時
間
以
内
(

週
5

日
)

雇
用
期
間
=
2
0
年
4

月
1

日
～
7

月
2
0
日
(

予
定
)

※

更
新
あ
り

報
酬
=

時
給
7
9
0円
(

交

通
費
別
途
支
給
)

申
込
=

履
歴
書
(

写
真
貼
付
)
と
作
文
「
学
校
と
私
」
(
4
0
0

字
程
度
・
様
式
自
由
)
を
、
　

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
書
類

は
返
却
不
可

採
用
予
定
日
=

登
録

後

、
必
要
と
す
る
学
校
長
が
面
接
の

上

、
採
用

期
限
=
2
0
年
1

月
2
5
日

翻
必
着

申
・
問
先
=

教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

区
立
保
育
園
の
保
育

士
・
用
務
員
・
栄
養
士
(

非
常
勤
職
員
)

対
象
=
昭
和
2
3年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
方

勤
務
内
容
等
=
表
3

選
考
=
▽
1
次
・
:書
類
・
作
文
(
用

務
員
の
み
)

▽
2

次
・
:面
接
(
1

次
通
過
者
の
み
。
2
月
1
2日
)
・
作

文
(
保
育
士
・
栄
養
士
の
み
)

採

用
予
定
日
=
2
0
年
4
月
1
日

申
込
=

申
込
書
(
自
筆
・
写
真
貼
付
)
を
H
H
<

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
く
わ

し
く
は
申
込
書
を
参
照

。
申
込
書
は

保
育
課
お
よ
び
区
立
保
育
園
で
配

布
。
応
募
書
類
は
返
却
不
可

期
限
=
2
0

年
1
月
1
5日
㈹
必
着

申
・
問

先
=
保
育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

表3　 区立保育園非常勤職員勤務内容等

※ いずれも、賞与なし、有給休暇あり、交通費別途支給

育
児
休
業
代
替
嘱
託

員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
高
校
卒
業
程
度
で
ワ
ー
ド
お

よ
び
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
基
本
操
作
が

で
き
る
方

勤
務
内
容
=
事
務

勤

務
場
所
=
区
役
所
お
よ
び
出
先
事
業

所

勤
務
時
間
=
週
3
0時
間

雇
用

期
間
=
2
0年
4
月
1
日
～
2
1年
3
月
3
1

日
(
更
新
あ
り
)

報
酬
=
月
額
1
7

万
円
(
交
通
費
別
途
支
給
・
社
会

保
険
あ
り
)

募
集
人
数
=
5

人
程

度

選
考
=
▽
1
次
…
履
歴
書
お
よ

び
作
文

▽
2
次
・
:面
接
(
1
次
通

過
者
の
み
)

申
込
=
履
歴
書
・
作

文
・
返
信
用
封
筒
を
　

ヘ
郵
送
ま

た
は
持
参

※
応
募
書
類
は
返
却
不

可

期
限
=
2
0年
1
月
1
5日
㈹
必
着

※
く
わ
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
。

募
集
案
内
は
人
事
係
で
配
布
す
る
ほ

か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
先
=
人
事
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

貸
付
金
等
徴
収
嘱
託
員

(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
自
転
車
に
乗
れ
る
方

勤
務

内
容
=
福
祉
貸
付
金
や
滞
納
保
育
料

等
の
訪
問
徴
収

勤
務
条
件
=
月
1
2
0

時
間
(
月
2
0
日
)

雇
用
期
間
=
2
0

年
4
月
1
日
～
2
1年
3
月
3
1日
(
更

新
あ
り
)

報
酬
=
基
本
給
1
5万
円
(

交
通
費
含
む
)
と
能
率
給

募
集

人
数
=
若
千
名

選
考
=
▽
1
次
…

履
歴
書
お
よ
び
作
文

▽
2
次
…
面

接
(
1

次
通
過
者
の
み
)

申
込
=

履
歴
書
と
作
文
「
区
政
と
私
」
(
8
0
0

字
程
度
)
を
　

へ
郵
送
ま
た
は
持

参

※
応
募
書
類
は
返
却
不
可

期

限
=
2
0年
1
月
3
1日
㈲
必
着

申
・

問
先
=
債
権
係(

3
8
8
0
)
5
7
3
1

区
民
事
務
所
職
員

(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
そ
の
近
郊
に
住

所
を
有
す
る
2
5～
6
0歳
の
方

勤
務

内
容
=
各
種
申
請
受
け
付
け
お
よ
び

端
末
入
出
力
ほ
か

勤
務
条
件
=
週
3
0

時
間
以
内
(
1
日
7
.
5時間
以
内
)

※
勤
務
時
間
は
午
前
8
時
3
0分
～
午

後
7
時
1
5分
の
間
で
指
定
す
る
時
間
(

早
番
・
遅
番
の
輪
番
あ
り
)

勤

務
場
所
=
中
央
本
町
区
民
事
務
所
ほ

か

雇
用
期
間
=
2
0
年
4
月
1
日
～
2
1

年
3
月
3
1
日
(
更
新
あ
り
)

報

酬
=
月
額
1
8万
1
千
円
(
交
通
費
別

途
支
給
)

募
集
人
員
=
若
干
名

選
考
=
▽
1
次
…
履
歴
書
お
よ
び
作

文

▽
2
次
…
面
接
(
1
次
通
過
者

の
み

。
2
月
4
日
予
定
)

申
込
=

履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
と
作
文
「
区

民
事
務
所
窓
口
で
の
接
客
に
つ
い

て
」
(
8
0
0
字
程
度
)
を
　

へ
郵
送
ま

た
は
持
参

※
応
募
書
類
は
返
却
不

可

期
限
=
2
0年
1
月
1
6日
㈲
必
着

申
・
問
先
=
区
民
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

地域包括支援センター(フォーユー「包YOU 」) 20年1月の介護教室

※ 「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ
※ 「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

～
喫
煙
率
を
下
げ
、
妊
婦
や

子
ど
も
を
た
ば
こ
の

害
か
ら
守
ろ
う
～

た
ば
こ
の
煙
は
様
々
な
有
害
物
質

を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
摂
取
す

る
と
、
が
ん
・
心
筋
梗
塞
・
脳
血
管

疾
患
や
歯
周
病
な
ど
の
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、そ
の

健
康
被
害
は
、
喫
煙
者
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
周
り
の
非
喫
煙
者
に

も
お
よ
び
ま
す
。

例
え
ば
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ

る
主
な
有
害
物
質
の
1
つ
で
あ
る
一

酸
化
炭
素
は
、
血
液
中
の
酸
素
を
不

足
さ
せ
る
た
め
、
妊
娠
中
に
喫
煙
す

る
と
、
胎
児
が
栄
養
不
足
や
酸
素
不

足
を
招
き
、
低
体
重
と
い
う
発
育
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
内
で
の
喫
煙
は
、
乳
幼
児
突
然

死
症
候
群
の
危
険
因
子
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
発

育
と
健
康
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
た
ば

こ
を
や
め
た
い
喫
煙
者
の
た
め
の
健

康
教
室
や
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
母
親
学
級
に
お
い
て
、
妊
娠

中
の
喫
煙
の
影
響
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
内
に
は
、

た
ば
こ
の
害
に
対
し
て
警
鐘
を
な
ら

す
C
O
P
D
(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
)
の
会
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
未
成
年
者
へ
の
喫
煙
防
止
に

向
け
た
健
康
教
育
に
力
を
入
れ
、
さ

ら
に
幅
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
社
会
か
ら
の
禁
煙
教

育
、
健
康
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

き
ま
す

。

な
お
、
1
8年
1
0月
か
ら
区
内
全
域

が
歩
行
喫
煙
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
喫
煙
す
る
方
は
、
吸
う
時

間

、
吸
う
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、
区
で
は
毎
年
高
校
生
に
た

ば
こ
の
害
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

た
め
、
受
動
喫
煙
防
止
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
8年
度

の
I
位
入
賞
作
品
は
「
そ
の
一
本

人
の
一
生

左
右
す
る
」
で
す
。

皆
さ
ん
も
健
康
で
快
適
な
環
境
の

た
め
に
、
み
ん
な
で
禁
煙
・
分
煙
を

す
す
め
、
受
動
喫
煙
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

《
健
康
づ
く
り
担
当
》

区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨ては禁止です! 　 地域活動支援係 　3880- 5856
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職員の給与・定員管理など
を公表します 給与の公表に関するお問

い合わせは、給与係へ 3880- 5253

区民の皆さんに、職員の
給与などの実態をお知らせ
します( 表1 ～7) 。

□ 給与の決め方
職員の給与は、地方公務員法に

より、一般家庭の生計費、国や他
の地方公共団体職員ならびに民間
企業の従業員の給与、その他の事
情を考慮して定められることにな
っています。
この趣旨に基づき、23区で共同

設置する特別区人事委員会が、毎
年23区内の民間企業従業員の給与
実態を調査しています。その結果
と職員給与を比較し、さらに一般
家庭の生計費や国、他の地方公共

団体の給与なども考慮して、各区
に勧告を行っています。
職員の給与は、この勧告に基づ

き、区議会の審議を経て、「職員
の給与に関する条例」で定めてい
ます。
□ 職員の勤務条件など
職員の勤務時間は、原則として
週40時間で、土・日曜日が休みで
す( 週休2 日制)。保育園や図書
館など、土・日曜日に開庁してい
る職場は、交代で別の日に休んで
います。
1年度に20日の有給休暇のほ

か、慶弔休暇、妊娠・出産休暇、
育児休業を設けると共に、研修や
厚生計画制度などがあります。

全国の自治体の給与情報などが総務省のホームページでご覧になれます
地方公共団体給与情報等公表システム
ht t p: / /www. soumu. go. j p/ c- gyousei / j - k_syst em/ i ndex. html

表1　 人件費の状況 ( 18年度普通会計決算)

※ 人件費は、一般職員に支給する給与である職員給と、区長や議員などの特別職に支給
する給料・報酬・手当のほか、共済費( 社会保険料の事業主負担分) などの合計

※ 普通会計は、地方公共団体相互間の比較をするため、全国同一基準で集計した統計上
の会計

表2　 職員給与費の状況 ( 18年度普通会計決算)

※ 職員数は、19年3 月31日現在の人数( 特別職を除く)
※ 職員手当は、扶養手当、地域手当、通勤手当、住居手当など( 退職手当は含まず)

表3　 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
( 19年4 月1 日現在)

( 1) 一般行政職(一般事務・土木技術ほか)

( 2) 技能労務職(自動車運転・作業ほか)

※ 給料とは、給料表に基づき支給する、正規の勤務時間に対する報酬としての基本給
※ 給与とは、給料に扶養手当、地域手当、通勤手当などの各手当を加えたもの

表4　 職員の初任給の状況 ( 19年4 月1 日現在)

表5　 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 19年4 月1 日現在)

※ 経験年数は、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数

表6　 一般行政職の級別職員数の状況 ( 19年4 月1 日現在)

※ 標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務
※ 職員数は、区の給与条例に基づく給料表の級区分による

表7　 特別職の報酬等の状況 ( 19年4 月1 日現在)

※ 上記のほか、区長・副区長・収入役には地域手当( 給料月額の13%) を支給
※ 1 期の退職手当額は、4 月1 日現在の給料月額および支給率に基づき、1 期( 4
年) 勤めた場合における退職手当の見込額

※ 収入役は、地方自治法の改正により19年7 月13日をもって廃止

給 与 の 概 要 ※ 諸手当の内容は、いずれも19年特別区人事委員会勧告前の金額( 19 年4 月1 日現在)

1. 毎月決まって支給するもの

給 料

給料表に定める額( 行政職、技能労務職など職務の内容によって給料
表は異なる)

地域手当

国の全国共通俸給水準に準じた給料と地域の民間賃金とを均衡にする
ため支給する手当

その他の手当
( 18年度決算)

2. 勤務した実績に応じて支給するもの

特殊勤務手当

著しく危険、困難、その他特殊な勤務に従事したときに支給する手当

※ 19年度に廃止した主な手当… 清掃業務手当のうち、廃棄物収集・運搬作業および年末年始勤
務にかかる手当支給の廃止

時間外勤務手当

その他手当
( 18年度決算)

3. 臨時に支給されるもの

期末手当・勤勉手当 賞与に相当する手当( 一般職の例)

※ ( 　　) 内は、再任用職員にかかる支給割合

退職手当 職員が退職した場合に支給

※ 1 人当たり平均支給額は、18年度に退職した職員に支給した平均額

その他 ( 18年度決算)

職員の定員適正化計画の数値目標と進捗状況
～16年度から21年度までの6 年間で727人の削減をめざします～

定員適正化に関するお問い合わせは、政策課へ 　3880- 5811

定員適正化の目標
区は、第3 次までの定員適正化計画に

より、1, 377 人の職員定数を 削減し まし
た( 表8) 。さらに、15年8 月に策定した
定員適正化指針の中では、15年度総職員
定数の10%( 428 人) を削減目標に掲げま
した。
し かし、人口減少が予測される中で、

適切な区民サービスを継続して提供する
ためには、さらなる定員の適正化が必要
なことから17年9 月 に指針を改定し、削
減目標を16年度から21年度までの6 年間

で、15年度総職員定数の17%( 727 人) と
改めました。
こうした中、19年度は117人を削減し、

職員定数は3, 755人となり ました( 表9)
。こうした取り組みの結果、対人口

比率での職員数は、23区で最も少ない数
値となっています( 図1) 。なお、年齢別
職員構成の変化は図2 のとおりです。
今後も、民間委託の活用や、区民との

協働などを積極的に進め、区民サービス
の向上を図りながら、定員の適正化に努
めていきます。

表8　 定員適正化計画の削減目標および削減実績

※ ( 　　) 内の% は、計画・指針策定の前年度の職員定数に対する割合

表9　 定員適正化の年次別進捗状況( 実績) の概要 ( 各年4 月1 日現在)

※ 数値は条例定数と公社等への派遣定数の合計
※ [　] 内の数値は条例定数

図1　 職員1 人当たりの人口( 23 区比較・19年4 月1 日現在)

図2　 年齢別職員構成の状況
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み先係名など)

区のホ ーム ページ ア ドレス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

先着順の場合は、12
月26日受付開始

暮

ら

し

区
営
自
転
車
駐
車
場
の
定

期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
開
業
に

伴
い
、
開
設
さ
れ
る
区
営
自
転
車
駐

車
場
の
定
期
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
対
象
=
区
内
お
よ
び
隣
接
区

市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
通
勤
、

通
学
の
た
め
に
自
転
車
駐
車
場
を
利

用
す
る
方

募
集
数
等
=
表
1

費

用
(
1
ヵ
月
あ
た
リ
)
=
▽
区
内
お

よ
び
隣
接
区
の
方
・
:自
転
車
2
千
1
0
0

円
/
原
付
バ
イ
ク
5
0
E
3
千
5
0
0円

▽
隣
接
市
の
方
:
自
転
車
3
千
1
0
0円/

原
付
バ
イ
ク
5
0
E
5
千
2
0
0円

※

学
生
、
身
体
障
害
の
方
は
割
引
制
度

あ
り

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希

望
自
転
車
駐
車
場
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名

(
学
生
は
学
校
名
と
学
年
)
、
勤
務

(
通
学
)
先
所
在
地
、勤
務
(
通
学
)

先
電
話
番
号
、
自
転
車
か
原
付
バ
イ

ク
の
別
を
記
入
し

、
　

へ
郵
送

糸
返
信
面
に
必
ず
住
所
、
氏
名
を
記

入

期
限
=
2
0年
1
月
3
1日
㈲
必
着

糸
当
落
選
お
よ
び
駐
車
場
所
の
抽
選

を
行
い
、
2
月
中
旬
に
結
果
を
郵

送
。
な
お
、
沿
線
に
は
区
営
の
一
時

利
用
が
で
き
る
自
転
車
駐
車
場
(
1

日
I
回
1
2
0円)
や
コ
イ
ン
ラ
ッ
ク
式

自
転
車
駐
車
場
(
1
2時
間
㈲一円
)
を

開
設
予
定

申
先
=
自
転
車
係

□
区
営
無
料
自
転
車
駐
車
場
を
廃
止

し
ま
す

区
営
自
転
車
駐
車
場
の
開
設
に
伴

い
、
放
射
H
号
線
沿
い
の
区
営
無
料

自
転
車
駐
輪
場
は
、
江
北
陸
橋
下
自

転
車
駐
車
場
を
除
き
、
廃
止
し
ま

す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表1　 定期利用者を募集する自転車駐車場

梅
田
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
休
止
し
ま
す

取
り
替
え
工
事
を
行
う
た
め
、工

事
期
間
中
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
施
設
は
通
常
通

り
開
館
し
ま
す
。
期
間
=
2
0年
1

月
1
5日
～
2
月
2
9日

問
先
=
学
習

施
設
調
整
担
当

(
3
8
8
0
)
5
4
6
7

秋
の
「
叙
勲
」「
褒
章
」

お
よ
び
「
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
」受
章
者

区
で
は
1
2月
H
一
日
に
受
章
者
を
招

き
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
受
章

を
祝
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

□
叙
勲
受
章
者

▽
瑞
宝
小
綬
章
・
:中
田
賀
津
三
・
山

下
民
夫
・
渡
遵
睦

▽
旭
日
双
光
章
:

由
中
彰

▽
瑞
宝
双
光
章
…
荒
堀

稔
穂
・
川
口
博
靖
・
黒
須
勲
・
瀬
谷

利
夫

▽
瑞
宝
単
光
章
…
幸
野
悦

郎
・
永
田
鎭
男
・
松
下
杢
子

□
褒
章
受
章
者

▽
紅
綬
褒
章
・
:松
浦
義
英

▽
藍
綬

褒
章
・
:竹
下
洋
己

□
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者

▽
瑞
宝
双
光
章
…
芦
沢
文
男
・
小
岩

守
・
高
柳
榮
一
・
原
喜
久
雄

▽
瑞

宝
単
光
章
…
伊
藤
良
喜
・
宇
野
孝

雄
・
大
久
保
徳
衛
・
大
嶋
公
男
・
関

澤
正
丁

高
橋
壯
・
田
中
郷
・
三
原

元
定
・
森
永
義
信
・
横
田
秀
雄

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
総
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
2
2

年
末
年
始
も
自
転
車
の

放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
は
外
出
や
買
い
物
な
ど

で
自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
放
置
自
転
車
は
通
行
の
妨
げ

と
な
る
た
め
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
自
転
車
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
場

所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

区
内
の
各
駅
周
辺
は
、
自
転
車
放

置
禁
止
区
域
で
す
。
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
は
、
区
が
撤
去
し
ま
す
。

自
転
車
を
引
き
取
る
際
は
、
撤
去
手

数
料
と
し
て
2
千
円
徴
収
し
て
い
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処

分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
自
転
車
の
盗
難
に
注
意
!

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
て

お
り
、
撤
去
し
た
自
転
車
の
中
に

も
、
盗
難
自
転
車
の
割
合
が
増
え
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
必
ず
防
犯
登
録

を
し
て
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

カ
ギ
を
二
重
に
付
け
る
な
ど
の
盗
難

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
盗
難
に
遭
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
撤
去
日
以
前
に
盗
難
届
を

出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
撤
去
手
数

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(
意
見
募
集
)

足
立
区
耐
震
改
修
促

進
計
画
(
案
)

区
内
に

あ
る
建

築
物
の

耐

震
化

の

目

標
や

施
策
の

方

針
な

ど
を

定
め

る

「
足
立
区

耐

震
改

修
促

進
計

画

」
を

策

定
す

る
に

あ

た
り

、
広
く

意
見

を

募

集

し

ま

す

。
計

画
(

案
)

・
募

集

概

要
は

、
開
発
指

導
課

、
区

民
課

、

区

民
事

務

所

、
中

央
図

書
館

、
区

政

相

談

課

、
政

策

課

、
区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

募

集

期
間
=
1
2

月
2
5
日
～
2
0
年
1

月
2
3

日

必

着

対

象
=

区

内

在

住

・
在

勤

・
在

学
の

方

、
ま
た

は
区

内
に

事

業

所
な

ど

を
持

つ
法
人

・
そ

の
他

の

団

体

申
込
=

郵
便

・
フ

ァ
ク
ス

・
E

メ

ー
ル

で

、
住

所

、
氏
名

ま
た

は

名

称
(

法
人

・
団

体
な

ど
は
代

表

者

名
)

、
電

話
番
号

、
意

見
を

明
記
し

、

　

へ
提

出

※
意

見
は

公

表
す

る

場

合

あ
り
(

個

人

情

報

を

除

く
)

申

・
問

先
=

耐
震

相
談

係

(
3
8
8
0
)
5
3
1
7

(
3
8
8
0
)
5
6
1
5

k
-
b
o
u
s
a
i
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

あ
だ
ち
幼
児
教
育
振

興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
(
検
討
案
)

幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
あ
だ
ち
幼

児
教
育
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
広
く

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
検
討
案
は
、

学
力
向
上
推
進
室
、
区
民
事
務
所
、

中
央
図
書
館
、
区
政
相
談
課
、
政
策

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募
集
期
間
=
1
2月
2
5日
～
2
0年
1
月

2
5日

必
着

対

象
=

区
内

在
住

・
在

勤

・
在
学

の
方

、
ま

た
は
区

内
に

事

業
所

を
持

つ
法

人

・
そ
の

他
の
団

体

申
込
=

郵

便

・
フ

ァ
ク
ス

・
E

メ

ー

ル

で

、
住

所

、
氏

名

ま

た

は

名

称
(

法
人

・
団

体
な

ど
は
代

表

者
名
)

、

電
話

番
号

、
意

見

を
明
記

し

、
　

へ
提

出

※
意

見
は

公
表

す
る
場

合

あ

り
(

個

人

情

報

を

除

く
)

申

・

問

先
=

幼
児

教

育
担

当

(
3
8
8
0
)
5
9
8
2

(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

g
a
k
u
r
y
o
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

悪
質
な
教
材
販
売
に
注
意

子
ど
も
の
学
力
に
つ
い
て
不
安
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
ね
ら
っ
た
教
材

の
訪
問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
高
額
な
教
材
を
売
り
つ

け
る
な
ど
、
悪
質
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
販
売
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
電
話
で
の
勧
誘
…
「
費
用
が
安

い
≒
手
間
を
取
ら
せ
ず
、
す
ぐ
帰

る
」
と
い
う
点
を
強
調
し
、
後
日

教
材
を
持
つ
て
訪
問
す
る

▽
校
門
前
で
児
童
・
生
徒
に
チ
ラ
シ

を
配
布
…
保
護
者
か
ら
「
説
明
だ

け
で
も
聞
こ
う
」
と
業
者
に
電
話

さ
せ
、
業
者
は
教
材
を
見
て
も
ら

う
た
め
に
訪
問
す
る

▽
無
料
の
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
る
…

後
日
、
下
位
の
成
績
結
果
を
伝

え
、
勧
誘
す
る
。
ま
た
は
、
テ
ス

ト
終
了
直
後
に
勧
誘
す
る
。

□
悪
質
な
訪
問
販
売
へ
の
対
処
法

▽
怪
し
い
勧
誘
電
話
は
断
る

▽
玄
関
の
中
に
入
れ
な
い

▽
居
座
つ
た
時
は
警
察
に
通
報

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
は
っ

き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

□
悪
質
な
訪
問
販
売
で
困
つ
て
い
る

方
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ

一
度
購
入
す
る
と
関
連
教
材
に
限

ら
ず
、
訪
問
販
売
業
者
が
次
々
に
押

し
寄
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
訪
問

販
売
の
営
業
マ
ン
は
、
消
費
者
の
夕

イ
プ
別
に
対
応
方
法
を
学
ん
だ
百
戦

錬
磨
の
プ
ロ
で
す
。
ち
ょ
っ
と
話
を

聞
く
だ
け
と
思
っ
て
も
、
つ
い
相
手

の
ペ
ー
ス
に
引
き
込
ま
れ
、
契
約
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
3

、
4
時
間
と
居
座
ら
れ
、
判

断
能
力
が
鈍
り
契
約
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

「
困
つ
た
な
」「
お
か
し
い
な
」
と

感
じ
た
と
き
は

、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話
(

平
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
4
5

分
)

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
(
3
月
分
)

□
利
用
案
内

申
込
=

各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
1
5ペ
ー
ジ
を

参
照

休
館
日
等
=
表
2

※
以
前

の
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
(
未
使
用
の
も

の
)
は
、
公
社
窓
口
で
現
品
と
引
き

換
え
に
払
い
戻
し
ま
す
。印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
(
ス
タ
ン
プ
印
不

可
)
。

宿
泊
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
2
)

表2　 宿泊施設利用案内( 20 年3 月分)

※ 利用申し込みは1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1 枚

※ その他の四季倶楽部施設の利用もできます。くわしくは、四季倶楽部予約センターへ問い合
わせるか、区民事務所・公社窓口のパンフレットまたは区のホームページをご覧ください。

※ 四季倶楽部は、セルフサービスシステムとなっています。

先
着
順
の
場
合
は
、
1
2月
2
6日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照
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先
着
順
の
場
合
は
、
1
2月
2
6日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

税
・
国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
の
2

割
軽
減
制
度

1
8年
中
の
総
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
均
等
割
額
の
2
割
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
基
準
に
当

て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
国
民
健

康
保
険
料
2
割
軽
減
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
を
提
出
し
た
月
ま
た
は
翌

月
に
2
割
軽
減
し
た
決
定
(
変
更
)

通
知
書
を
送
り
ま
す
。
問
先
=
こ

く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

土
地
・
建
物
・
道
路

都
市
計
画
の
告
示

(
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
)

区
域
=
入
谷
四
丁
目
、
扇
二
丁
目
、

江
北
五
丁
目
、皿
沼
二
丁
目
お
よ
び

六
町
二
丁
目
各
地
内

告
示
日
=
1
2

月
5
日

問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

催

し

物

民
俗
文
化
財
見
学
会

「
じ
ん
が
ん
な
わ
祭

に
参
加
し
よ
う
」

日
時
=
2
0年
1
月
7
日
㈹
、
午
前
9

時
3
0分
～
H

時

場
所
=

大
乗
院
(

西
保
木
間
2
-
1
4
-
5
)

内
容
=

ワ
ラ
を
使
つ
た
ヘ
ビ
の
体
づ
く
り

体
験
と
祭
り
の
説
明
や
お
弥
の
試
食

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
先
着

川
人
に
解
説
資
料
を
配
布

問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

新
収
蔵
資
料
展

日
時
=
2
0年
1
月
8
日
～
2
月
2
4日

(月
曜
日
休
館
、
た
だ
し
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
)
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
入
館
時
間
は
午
後
4
時
3
0

分
ま
で
)

内
容
=
こ
の
1
年
間
に

博
物
館
に
収
集
・
寄
贈
さ
れ
た
様
々

な
資
料
の
展
示

費
用
=
▽
高
校
生

以
上
・
:
2
0
0
円

▽
団
体
(
2
0人
以

上
)
:
i
人
1
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
/

区
内
在
住
で
7
0歳
以
上
の
方
/
障

害
者
手
帳
を
持
つ
て
い
る
方
…
無
料

※
第
2
・
3
土
曜
日
は
無
料
公
開
日

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷
土
博
物
館
新
春
の
催
し

□
初
釜
(
小
林
仙
利
社
中
)

時
間
=
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
3
時

定
員
=
1
0
0
人
(
当
日
先
着
順
)

□
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
(
葛
西
ば
や
し

佐
野
保
存
会
、
五
反
野
祭
囃
子
保
存

会
、
柳
原
箕
輪
囃
子
連
)

時
間
=
午
前
H
時
/
正
午

□
初
謡
(
足
立
区
謡
曲
連
盟
)

時
間
=
午
前
H
時
3
0分
/
午
後
1
時
3
0

分

―
―
い
ず
れ
も
―
―

日
程
=
2
0年
1
月
1
2日
圉
(
無
料
公

開
日
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
初
釜
の
み
定
員
あ
り

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

文
化
祭
合
同
秀
作
展

日
時
=
2
0年
1
月
2
2日
脚
～
2
8日

㈲
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
7

時
(
2
8

日
は
午
後
4
時
ま
で
)

場
所
=

シ
ア
タ
ー
ー
O
1
0

・
ギ
ャ
ラ

リ
ー

内
容
=
足
立
区
文
化
団
体
連

合
会
加
盟
1
4団
体
に
よ
る
合
同
展
示

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
事
業
推
進
担
当

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

和
楽
器
の
調
べ
「
ア
ト

リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
=
2
0年
1
月
H
日
窗
、
午
後
0

時
2
5分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
琴
、
三

弦
、
尺
八
な
ど
の
和
楽
器
演
奏
「
さ

ら
し
風
手
事
」
/
「
こ
と
う
た

～

日
本
の
歌
～
」
/
「
舂
の
海
」
ほ
か

出
演
=
足
立
区
三
曲
協
会

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
2
0年
1
月
2
7日
同
、
午
後
1

時
～
3
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

内
容
=
障
害
の
あ
る
子
も

な
い
子
も
、
交
流
し
な
が
ら
音
楽
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
演
者
と
一
緒

に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト

出
演

(
出

演

順
)
=

キ

ラ

リ

ン

☆

お

と

あ

そ

び

太

鼓
/

田

口

太

美

と

た

ん

ぽ

ぽ

隊
(

合

唱
)
/

六

月

中

学

校

大

江

戸

ダ

ン

ス
/

キ

ラ

リ

ン

☆

お

と

あ

そ

び

ハ

ン

ド

ベ

ル

と

神

田

静

子

歌

唱

指

導
/

キ

ラ

リ

ン

☆

ダ

ン

ス
/

常

笑

気

流

歌

劇

団

定

員
=
4
0
0

人
(

当

日

先

着

順
)

申

込
=

当

日

直

接

会

場

へ

□

サ

ポ

ー

タ
ー

付

き

を

希

望

す

る

方

申

込
=

電

話

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

氏

名

、
住

所

、
電

話

、
学

校

名
・

学

年

、
性

別

、

障

害

の

内

容

を

連

絡

期

限
=
2
0

年
1

月
2
0

日

㈱

申

先
=

子

ど

も

を

地

域

で

サ

ポ

ー

ト

す

る

会

キ

ラ

リ

ン

0
9
0
(
5
4
0
6
)
0
9
4
9

0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2
9

k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.
j
p

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問

先
=

垉

域

連

携

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

子
ど
も
と
関
わ
る
方
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

□
指
導
者
の
会
　
～
情
報
交
換
会
～

日
時
=
2
0年
1
月
2
4日
㈲
、
午
後
7

時
～
9
時

内
容
=
子
ど
も
と
遊
ぶ

ネ
タ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
情
報
交

換

な
ど

申
込
=

当

日
直

接
会

場

へ

□

指
導
者

ワ

ー
ク

シ

ョ
ッ
プ
　

～

子

ど

も
と
よ

り
良

く

接
す

る
た
め

に
～

日

時
=
2
0

年
1

月
2
9
日

㈹

、
午

後
3

時
～
5

時

内

容
=

子
ど

も
の

特

徴

や
発

達
な

ど

を
理

解
し
て

、
子

ど

も

と

関
わ
る

た
め

の

講
義
と

話
し

合

い

定

員
=
3
0

人
(

先

着
順
)

申

込
=

電

話

・
フ

ァ

ク
ス

・
E

メ
ー
ル

で

、

氏

名

、
電

話
番

号

を
連
絡

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対

象
=

高

校
生

以
上

の
方

場

所
=

ギ

ャ
ラ
ク

シ
テ

ィ
内

申

・
問

先
=

青

少
年
事

業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

(
5
2
4
2
)
8
1
6
5

s
e
i
s
h
o
u
n
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

友
好
都
市
交
流
ツ
ア
ー

「
魚
沼
雪
物
語
」

日
程
=
2
0年
2
月
9
日
出
～
H
日
㈲

(
2
泊
3
日
)

場
所
=
新
潟
県
魚

沼
市

内
容
=
雪
と
灯
ア
ー
ト
体

験
、
国
際
雪
合
戦
出
場
、
そ
ば
打
ち

体
験
ほ
か

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

※
ツ
ア
ー
企
画
は
N
P
O

法
人
魚
沼

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
後
援
は
足
立

区

、
旅
行
主
催
は
旅
行
会
社
と
な
り

ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
観
光
交
流
協
会
(
観
光
交
流

課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

日
光
林
間
学
園
1
泊
2
日
バ

ス
ツ
ア
ー
「
か
た
く
り
の
花

祭
り
と
足
利
さ
く
ら
散
歩
」

日

程
=
2
0

年
3

月
2
8
日

窗
～
2
9
日

圉

対
象
=

区

内
在

住

・
在
勤

の
方

と
同

伴

者

定

員
=
2
6

人
(

先

着

順
)

※
最

少
催

行
2
4
人

費
用
=

▽
大

人
:
i

万
3

千
8
0
0円

▽
3

歳
～

中
学

生
・
:
1

万
1

千
8
0
0円

※

い

ず

れ

も

、
宿
泊

費

、
食
事
3

回

分
込
み

申
込
=

電

話

期
限
=
2
0

年
3

月
6

日

㈲

※

内
容

な
ど

、
く

わ
し

く
は

日

光

林
間

学
園

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

参
照

申

・
問

先
=

東
急
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ
ー
(

日

光

林
間

学
園

指
定

管
理

者
/

土
・
日
・
祝
日
・
年

末

年

始

を

除

く

、
午
前
9

時
2
0
分

～
午

後
6

時
)

　
(
5
7
1
7
)
1
5
1
4

日

光

林
間

学
園

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
r
i
n
k
a
n
.
h
p
.

i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p

問
先
=

区

・
校

外
施

設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

審議会等の公開( 20 年1 月分)
傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 20 年1 月分)
区民の方から意見を募集します。くわしくはお問い合わせください。

楽しさいっぱい　ギャラクシティ
□ 20年1 月のゆめ広場
日時等= 表3 対象= 中学生以下( 小学3 年生以下は保護者
同伴) 申込= 当日直接会場へ
□ 20年2 月のこどもと遊ぶボランティア入門セミナー
日時等= 表4 対象= 中学生以上( 午後6 時以降、中学生は
送迎が必要) 申込= 電話・ファクス・E メールで、氏名、電
話番号、希望コース名、希望日時を連絡

――いずれも――
申・問先= 青少年事業係 　5242- 8169

5242- 8165
sei shounen@ci t y. adachi . t okyo. j p

表3　20年1 月のゆめ広場日時等

※ いずれも土曜日。入退場自由

表4　20 年2 月のこどもと遊ぶボランティア入門セミナー日時等

※ 1 日単位での参加も可。「場所= 」の記載のないものはギャラクシティ内

□ 星空観望会「火星とオリオン座を見よう」
日時=20 年1 月26日出、午後6 時30分～8 時 対象= 小学生
以上( 夜間事業のため、中学生以下は保護者同伴) 定員=50
人( 先着順) ※ 雨天・曇天時はプラネタリウムでの「星のお
話」のみ 費用= 　大人… 250円 　小・中学生… 150円 ※
いずれも、傷害保険料50円含む 申込= 電話または窓口
場・申・問先= ギャラクシティ・こども科学館

5242- 8161

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
お
は
よ
う
元
気
塾
(
生
涯
学
習
セ

ミ
ナ
ー
)
&
子
育
て
相
談
室

日
時

等
=
▽
お
は
よ
う
元
気
塾
…
2
0年
1

月
1
2
日
圉
、
午
前
9

時
～
1
0
時
、

「
よ
り
よ
い
生
き
方
を
学
ぶ
」

▽

子
育
て
相
談
室
・
:
2
0年
1
月
1
3日

叫
、
午
前
1
0時
～
H
一
時
3
0分
、「
面

談
形
式
で
子
育
て
の
悩
み
を
解
決

し
、
子
育
て
に
関
連
す
る
相
談
に
応

じ
る
」
/
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
/

生
活
倫
理
相
談
士
/
無
料
/
電
話

予
約
/
足
立
区
後
援
/
家
庭
倫
理
の

会
足
立
区
・
樓
井
舂
子

(
3
8
6
0
)
0
5
5
1

□ 区広報番組「情報キャッチ! ! 　 好きです。あだち」 「近藤区長2008年　～足立の展望を語る～( 仮) 」ぜひ、ご覧ください。　放送日時=20
年1 月1 日(火)～7 日(月)、午前9 時/ 午後0 時30分/ 午後9 時( 1 回15分)　放送局= ケーブルテレビ足立　問先= 広報係 　3880- 5815
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障
害
者
や

高
齢
者
の
方
が

地
域
で

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

～
成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
～

知
的
障
害
や
精
神
障
害
、
認
知
症
な
ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
は
、
財
産
管
理
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
、
施
設
入
所
の
契
約
、
遺
産
分
割
な
ど
の
法
律
行
為
を
自
分
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
た
め

に
、
不
利
益
な
契
約
を
結
ば
さ
れ
た
り
、
高
額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
る
な
ど
の
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
障
害
者
や
高
齢
者
の
判
断
能
力
を
補

い
、
本
人
が
損
害
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
権
利
を
守
る
た
め
の
身
近
な
制
度
で
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会「
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
あ
だ
ち
」
ま
で

　
(
5
8
1
3
)
3
5
5
1

　
(
5
8
1
3
)
3
5
5
0

※
高
齢
者
は
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
わ
た
し
の
便
利
帳
8
9ペ
ー
ジ
参
照
)
、
障
害
者

は
管
轄
の
福
祉
事
務
所
・
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
わ
た
し
の
便
利
帳
1
3・
1
4ペ
ー
ジ
参
照
)
で
も

身
近
な
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

成
年
後
見
制
度
と
は
、
障
害
な
ど

の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
財
産
や
生
活
を
、
法
律
で
保
護

し
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

将
来
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
支

援
者
(
任
意
後
見
人
)
を
決
め
て
お

く
任
意
後
見
制
度
と
、
判
断
能
力
が

衰
え
た
あ
と
に
支
援
者
(
後
見
人
)

を
立
て
る
法
定
後
見
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
成
年
後
見
制
度
の
種
類

▽
任
意
後
見
制
度

判
断
能
力
が
確
か
な
う
ち
に
、
将

来
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に

備
え
て
、
ど
の
よ
う
な
援
助
を
お
願

い
す
る
か
、
だ
れ
に
任
意
後
見
人
に

な
っ
て
も
ら
う
か
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
自
分
の
意
思
で
決
め
て
お
く

も
の
で
、
公
証
人
が
作
成
す
る
公
正

証
書
で
契
約
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。判

断
能
力
が
十
分
で
な
く
な
っ
た

と
き
に
、
家
庭
裁
判
所
に
任
意
後
見

の
開
始
の
申
し
立
て
を
す
る
と
、任

意
後
見
監
督
人
が
選
ば
れ
、
任
意
後

見
が
始
ま
り
ま
す
。

▽
法
定
後
見
制
度

す
で
に
本
人
の
判
断
能
力
が
不
十

分
な
場
合
に
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ

て
援
助
を
す
る
後
見
人
の
適
任
者
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。

後
見
(
判
断
能
力
が
欠
け
て
い
る

場
合
)
・
保
佐
(
判
断
能
力
が
著
し

く
不
十
分
な
場
合
)・
補
助
(
判
断

能
力
が
不
十
分
な
場
合
)
の
3
つ
に

分
か
れ
て
お
り
、
本
人
の
判
断
能
力

の
程
度
に
応
じ
て
選
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

法
定
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
が

必
要
で
す
(
図
1
)
。

法
定
後
見
制
度
に
よ
る

具
体
的
な
支
援
の
内
容

▽
後
見
人
が
、
年
金
や
預
金
の
出
し

入
れ
な
ど
が
困
難
な
方
に
代
わ
っ

て
、
必
要
な
金
銭
管
理
や
財
産
管

理
を
行
い
ま
す

▽
後
見
人
が
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
や
施
設
入
所
の
検
討
な

ど
、
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
な
が

ら
支
援
し
ま
す

▽
契
約
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

物
品
購
入
を
す
る
場
合
に
、
後
見

人
が
契
約
を
代
わ
り
に
行
い
ま
す

▽
一
人
で
行
つ
た
契
約
が
本
人
に
不

利
益
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
後
で
契

約
の
取
り
消
し
が
可
能
と
な
る
取

り
決
め
も
選
択
で
き
ま
す

「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ

だ
ち
」
が
支
援
し
ま
す

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
で

は
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
や
相
談
、
申
し
立
て
の
手
続
き
の

お
手
伝
い
な
ど
、
区
か
ら
委
託
を
受

け
て
利
用
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て
手
続

き
(
図
1
)
は
、
書
類
を
そ
ろ
え
る

の
が
面
倒
だ
と
か
、
手
続
き
方
法
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
敬
遠

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
の
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
ま
ず
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図1　 法定後見制度の申し立て手続き

【申し立て】
本人の住所地の家庭裁判所に申し立てます。申し立てができる人は次の
とおりです。
◇ 申立人: 本人・配偶者・4 親等以内の親族・区市町村長など

※ 申し立て費用は1 ～2 万円程度、別途精神鑑定が必要な場
合は5 ～15万円を鑑定費用として家庭裁判所に納めます。

【審判手続】および【審判】
調査: 家庭裁判所調査官が事情を尋ねたり、問い合わせたりします。
鑑定: 後見と保佐については、通常、本人の判断能力について鑑定を

行います。
審問: 必要に応じ、家事審判官( 裁判官) が直接事情を尋ねます。
審判: 審判後、成年後見登記が行われます。審判内容は戸籍には記載

されません。

※ 後見人は本人の状況から最も適任な者を家庭裁判所が選任
します。親族の場合と、弁護士・司法書士・社会福祉士等
の第三者になる場合があります。

【後見開始】
後見人による援助が始まります。

※ 支援開始後の後見人への報酬は家庭裁判所が決定します。

…こんなときに成年後見制度が利用できます…

認知症が発症し
ても、自分の意思で
悔いのない人生を
送りたい

身内の者が親の財産
管理を 行っ てい る
が、預貯金を勝手に
引き出すので困って
いる

認知症の親の入
院費用を工面す
るために、不動
産を売却したい

両親が死亡した
後、知的障害を
持つ子どもの将
来が不安

今は元気なので
何でも決められるが、
将来認知症になったと
きのことが心配だ

認知症が進み、訪
問販売被害に繰り
返しあってしまう

成年後見制度
支援

保護

判断能力
が不十分
な方々

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

世帯と人口 19年12月1 日現在( 外国人含む) 世帯数: 306, 127 人口: 653, 054 人 ( 男: 329, 028 人、女: 324, 026 人)
古紙配合率100%再生紙を使用しています

S. N　300, 000


